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第14回 ＪＷＭＡ研修会

日中韓防水シンポジウムの報告

2024年11月26日
一般社団法人

 日 本 防 水 材 料 協 会

JAPAN WATER PROOFING MATERIALS ASSOCIATION

発表者：JWMA技術委員会 委員長 横堀 龍司
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第1回 防水シンポジウム
案内文

日中韓
防水シンポジウム
を開催する意義
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キーワード：防水層の耐久性、耐風圧性、
耐候性の評価、各国の展望など・・

2009年11月25日
東京工業大学 大岡山キャンバス
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地域 年度 場所

1 日本 2009 東京工業大学

2 韓国 2010 ソウル科学技術大学

3 中国 2011 浙江工商大学

4 日本 2013 早稲田大学

5 韓国 2015 済州島

6 中国 2017 北京友誼賓館

7 日本 2019 早稲田大学

8 韓国 2023 リバーサイドホテル

9 中国 2025 未定

2年に1回：日本⇒韓国⇒中国
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性能

環境

省力

耐久性
耐候性
耐用年数

環境対策
化学物質対策
ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ

AIスマート
ドローン活用
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開催日 ： 2023年10月20日・21日
開催場所 ： ザ・リバーサイドホテル江南

主催：
社団法人 韓國建設防水學會（KICW）

主管：
KOSCA湿式・防水工事業協議会
SEOUL科学技術大學校
韓国建設生活環境試験研究院
韓国建設交通新技術協会
韓国防水材協会

後援：
国土交通部

開催地⇒次回開催地⇒次々回開催地の順
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江南区は、大韓民国ソウル特別市南東部にある区です。韓国で最も経済力と学歴が重視される地域です。
江南地区は韓国のソウルの中心であるモダンな富裕層エリアで、高層ビルが建ち並んでいます。デザイナー
ブランドの店やスタイリッシュなナイトクラブがあり、日本における港区と言われるところです。

ソウル

江南スタイル

江南スタイル
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ソウルの交通の要衝・江南ビジネス街の中心地にある「ザ・リバーサイドホテル」は、漢江が見下ろせる美し
い景色が特徴のホテルです。リバーサイドホテルは、レストラン、レジャー、文化、ウエディングなどの多様な
サービスを漢江をバックに楽しむことができる複合文化空間として人気を集めています。最高のシェフが腕を
振るうレストラン、フィットネスセンター、ラグジュアリースパ、インドアゴルフ練習場などの各種設備が完備さ
れている他、日本語や英語の通訳がおり、細部にまで気配りされたクオリティの高いサービスを受けることが
できます。
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発表会場は、非常に広く、十分な余裕をもって座れる場所でした。また、発
表壇上があり、大きなモニターもあるので非常に見やすくなっていました。

後方には、企業ブースがありました。協賛等を行っている企業のブースと思
われます。

1日目 シンポジウム会場 7F 
Concert Hall

2日目 シンポジウム会場 6F 
MontBlanc Hall

企業ブース

壇上
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参加者は、日本から宮内委員長の他計38名、主催の韓国は呉祥根委員長
の他計110名、中国からは、欠席の劉霊芝氏に代わり、張可文委員の他計50
名となり、総参加者は約200名前後となった。
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大学関係者

ゼネコン関係者

日本防水材料協会

全国防水工事業協会

日本シーリング工業会

通訳等

合計38名参加
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金 榮根代表会長の挨拶を皮切りに、各国の論文発表が始まりました。途中で呉委員長より、中国側代表
（張可文委員長代行）及び日本側代表（宮内委員長）の紹介があり、挨拶を行いました。

金会長からは、Ai-スマート、脱炭素時代における防水技術の方向性と日中韓の三か国を主題とし、防水
技術、材料技術、最新の学術動向、新技術の開発、工法の改善、品質の向上、性能評価システム、あらゆる
工法の改善、防水技術教育などに関して、互いに交流していただきたいとのお言葉がありました。

【韓国；金 榮根代表会長】 【中国；張可文委員長代行】 【日本；宮内博之委員長】
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①日本におけるメンブレン防水の現状 日本防水材料協会/横堀 龍司
一般社団法人 日本防水材料協会では、各防水工法ごとのシェアを毎年集計している。集計結果から、現在
の日本におけるメンブレン防水の各防水工法ごとの特長や、トレンドについて紹介を行う。また、2021年6
月よりセメント系防水部会があらたに発足した。メンブレン防水ではないが、セメント系防水工法について
も合わせて紹介を行う。
その他、2022年に日本建築学会より発刊された、建築工事標準仕様書・同解説JASS8 防水工事，および公共
建築工事標準仕様書（令和4年版）・建築改修工事標準仕様書（令和4年版）についても解説を行う。

②日本における最近の防水アーカイブズ活動 東京工業大学 名誉教授/田中 亨二
我が国でメンブレン防水層が施工されて100年以上の時を経た。その間に多くの防水に関する情報が散逸、
消失してしまっている。実は、現在の防水技術は過去の技術の上に作られている。そのことを考えると過去
と現在の防水技術は将来の防水技術の孵卵（ふらん）器となる。そのため過去と現在の防水遺産を後世に伝
えておく必要がある。
このことを背景に、日本建築学会を中心に防水遺産保存活動に着手した。保存の対象は主に、防水に係わる
図書や文書類の「文書」、防水材料や施工機器等の「もの」、防水分野で働いた「ひと」の情報である。本
研究では、これら防水遺産の収集状況とそれをもとに行っている研究等のアーカイブズ活動について報告す
る。
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③日本建築学会編「建築工事標準仕様書JASS8 防水工事」改定の概要 早稲田大学 教授/輿石 直幸
日本建築学会は建築標準仕様書・同解説JASS8（防水工事）を7年ぶりに改定した。今回の改定は、目次構成
の変更を含む比較的大規模な改定となった。前回の第7回日中韓防水技術シンポジウム（2019年東京開催）
では、その当時の改定作業の進捗状況を報告した。本稿では、2022年2月に刊行されたJASS8の全体構成と、
今回の改定で標準工法となったポリマーセメント塗布防水工とガスケット工の概要について報告する。建築
工事標準仕様書（令和4年版）についても解説を行う。

④日本の建築用シーリング材の最新事情 日本シーリング材工業会/ 福井 宏
2022年に日本の建築用シーリング材の材料基準であるJIS A 5758、及びJIS A 1439の試験基準が改訂された。
JIS A 5758への主要な改正事項は次の通りである。1) 主成分としてシリルアクリレート系（SA）化合物の追
加。2) 以前は単一成分シリコーンに限定されていた耐久性グレード9030Gの制限撤廃。3) 主成分の耐久性分
類表を本文から附属書への移行。
新たに追加されたシリルアクリレート化合物は、顕著な耐候性、耐久性、非汚染性を有しているとされ、建
築物のライフサイクルコスト削減に寄与する可能性が高い。これは、持続可能性への重点を置く日本建築の
持続可能な発展に貢献することが期待される。主成分の耐久性分類表を本文から付録へ移行することは、成
分仕様に基づく望ましい基準に沿った性能仕様への将来的な移行を念頭に置いた慎重な配慮を示している。
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⑤ガラスファサードに適用されるシリコーン系シーリング材に関する最
近の活動紹介

日本シーリング材工業会/ 岩崎 功

わが国において，シリコーン系シーリング材は建物の開口部ガラス回りの防水用途や内装水回りの防水用途，
水族館の水槽シールなど幅広い用途に使用されている。日本で最初の超高層ビル「霞が関ビルディング」で
初めて1成分形のシリコーン系シーリング材が採用されてから，数えて50年を超える年月が経過した。この
間，低層から超高層ビルまでの様々なガラスファサードにおいて，ガラス回りの防水用シール及び構造シー
ラントとして数多くの実績を積み重ねてきた。最近では，わが国では採用例の少なかったSSG（Structural 
Sealant Glazing）構法の採用についても関心が高まっており，ガイドラインや規格の整備が進められている。
本稿ではシリコーン系シーリング材、構造シーラントに関連する最近の取り組み，研究成果を紹介する。

⑥ドローンによる建築物調査のための環境整備と研究開発 国立研究開発法人 建築研究所/ 宮
内 博之

建築分野でも建築物外壁点検・調査へのドローンの活用が増加しており、屋内では特に天井・床下等の狭所
空間において手のひらサイズのマイクロドローンの活用も期待されている。
本研究では、前述の背景を踏まえて、2015年から現在までの建築分野でのドローン活用と環境整備を整理し、
屋外と屋内（狭所空間）における建築物へのドローンの研究開発例と実証実験結果を通して、ドローンの活
用の可能性を示した。本研究の成果として、建築分野におけるドローン環境整備については産官学領域にお
いて進められており、建築基準法12条点検に関わる外壁調査の告示改正によりドローンの活用が進んでいる。
また、AIドローンと係留式ドローンによる開発事例、屋内狭所空間でのマイクロドローンの活用と課題等に
ついて網羅的に説明した。
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⑦屋上防水層の耐風性評価 千葉工業大学 教授/ 石原 沙織
本稿は、日本における機械的固定工法の屋上防水層の耐風性評価方法の検討経緯と、接着工法防水層の強風
による被害状況および課題についてまとめたものである。
これまで防水層の耐風性評価については、機械的固定工法を中心に検討されてきたが、2018年及び2019年の
台風における防水層の被害状況を調査した結果、接着工法の防水層の被害件数は、機械的固定工法を含む絶
縁工法の防水層と同程度であり、更に断熱工法の防水層の被害件数は、非断熱工法よりも僅かに多いことが
明らかとなった。そこで、接着工法の防水層の耐風性を評価する上での課題を検討した。

⑧地下外壁外防水の防水性評価方法(案)の提案 日新工業株式会社/ 池上 篤

本稿では、建築地下外壁外防水に関する評価方法を考案し、試験を行った結果について報告します。日本の
建築設計基準や建築仕様書には、屋上や室内防水については記載があるが、地下防水についてはほとんど記
載がありません。日本建築学会の委員会活動において、建築地下外壁外防水の学術的位置づけと評価手法の
策定を行いました。評価方法は、工法や現場に応じて、防水層とコンクリートからなる供試体を用いた試験
法Aと山留壁の鋼製部材を防水層からなる供試体を用いた試験法Bの２種類を採用しました。各試験は、試験
片加圧治具に置き、所定の圧力を一定時間加え、漏水の状況を確認することで評価されます。
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⑨寒冷地防水の概要 日新工業株式会社/ 山口 満輝
日本の気候は、地域によっては温暖であるが、国土の半分は雪国で寒冷である。防水工事の仕様や指針は、
温暖な地域を中心に標準化されている。多くの場合積雪寒冷地での防水工事は、専門業者の実績と経験に委
ねられているケースが多い。今回は、そもそも寒冷地での防水工事に関する情報が不足していることから、
寒冷地の防水工事における、積雪や低温の影響、施工への影響などを調査した。
寒冷地防水を標準化するため、各防水材メーカーは寒冷地向けの施工仕様書を作成し、本報告書を作成した。

⑩登録基幹技能者制度・運用の概要 防水工事（メンブレン・シーリン
グ）全防協編

全国防水工事業協会/ 野口 修

第７回では、日本における防水工事の現状として技能労働者の技能と地位向上等を図るため、国として証明
する国家検定制度、いわゆる技能士制度について言及した。
今回の防水シンポジウムにおいては、日本独自の技能労働者の制度の更なる制度で、建設工事に特化した登
録基幹技能者制度とその運営などについて述べた。
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各国の論文発表者には、金 榮根代表会長より記念品が贈られました。

【中国；梅 阳氏】 【日本；野口 修氏】 【韓国；金 修連氏】
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今回の大きなテーマとして、未来ビジョン宣言が挙げられます。今日、地球温暖化による世界的災害危機
の中で、社会、経済、産業システムはもちろん、普遍的な日常生活の中での大変化に直面しています。そこ
で、日本・中国・韓国の三か国が協力し、環境や気候変動に関心を持ち、持続可能な発展に向けた相互協
力をしていこうというものである。呉実行委員長は世代交代にも言及し、未来に向けた活動も今後継続して
いこうとの力強い意見を頂きました。

【調印式】
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未来ビジョン宣言書の締結の後、各国の代表から挨拶をいただきました。日本からは輿石先生より挨拶を
頂きました。

今回未来ビジョン宣言を締結できたのは、4年間の成果を踏まえた宣言になっており、皆様の努力の結果
だと思います。また次の世代に起こりうる課題を頭に入れながら、カーボンニュートラルなど現在の問題にも
取り組みながら次の問題にも立ち向かっていって欲しいと思います。

【韓国；金 榮根代表会長】 【中国；張可文委員長代行】 【日本；輿石 直幸委員】
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• 韓国や中国の防水の技術発展もかなり進んだところまで来ていると感じられる会であった。

• AI-スマートやカーボンニュートラル・自動化など未来志向なテーマを対象とした発表もあり、この様なテー
マは今後も持続的な開発目標となると思われる。

• 今回、未来ビジョン宣言を締結したことは大きな意義を持つと考える。日本・韓国・中国は、防水技術にお
けるアジアのリーダーとして、環境対策をはじめとした技術発展に共同で取り組んで行くことで、アジアを
けん引していく必要がある。

• 防水シンポジウムで毎回問題となるのが言語問題である。今回も各論文に関し通訳をお願いしているが、
言葉の壁は大きく各発表において質疑などの活発な議論がなされるまではいかなかったと思われる。

一方で・・
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ご清聴ありがとうございました

• ご参加いただいた、韓国側委員、中国側委員並びに日本側の日本建築学会防水工事運営委員会、日本
シーリング工業会、全国防水工事業協会、日本防水材料協会および参加メンバーの皆様のご協力に感
謝いたします。

• 今回通訳をご担当頂いた、周氏・陸氏・呉氏には、的確な通訳をした頂いたことに感謝いたします。今後
は英語などの言語の統一にも取り組んで行く必要があると思われます。

次回、2025年（予定）は、中国側が主催となります。引き続き皆様の
ご協力をお願いいたします。
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